
項 目 内 容

①実現したい未来
地域を支える多様な主体（市民、企業・団体、行政）が、デジタルにより立場や世代の垣

根を越えてつながり、生活者の価値やユースケースを起点とした新しい発想で、地域住民の
生活をより豊かにしたり、地域が抱える課題を解決できること。

②背景・現状

・人口減少や少子高齢化など社会構造が大きく変化し、住民ニーズや地域課題は、多様化・
複雑化している。

・スマートフォンの普及や情報通信技術の進展により、場所や時間の制約を超えた活動や、
双方向のコミュニケーションが可能な社会が形成されつつある。

③課題 実現したい未来に向かう具体的な道筋を鮮明に描くことができていない。

④原因
市役所は、多様な主体と協働しながら、地域が直面する課題を発見したり、解決していく

ための知見やノウハウを十分に有していない。

⑤解決策
「既存の行政サービスや地域社会のあり方をデジタル化された世の中に合った形に見直し、
再構築する」という一連のサイクルを地域と協働しながら試行・実践する。

⑥得られる効果 新しい地域のつながり（共助の再構築）、住民の利便性向上、新たなビジネス創出 等

⑦R3年度の取り組み
・課題の洗い出し
・他団体の取り組みやサービス事例の共有

⑧今後の展開
（スケジュール）

地域での試行（外部人材との協働）

WG名 ⑫地域社会のDX推進WG
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サービス提供（行政視点）

サービス利用（生活者視点）

分野横断特定分野

・デジタル田園都市構想

・総務省地域社会のデジタル化参考事例集

・DX推進員 課題抽出シート

・シビックテックの活動

・ぐんまDX加速化プログラム（群馬県）

①

②

（参考）活動領域

他の地域等で確立されている優良事例を本市に置き換えて検討する

・地域を支える多様な主体と連携し、地域住民に必要なサービスを共に考え、創り出す
・上記の活動を継続的に支えたり、新たな取り組みを生み出す人材を育成する

・DX推進員 課題抽出シート

※第１回WG資料（R3.2.25）より抜粋
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デジタルの力
（立場や世代の垣根を越えてつながる）

見直し、再構築の視点

① ②

これから：価値創出

・生活者の価値やユースケース
を起点

・多様な主体（市民、企業・団体、
行政）との分野横断の協働

・共に考え、共につくる
※共助のあり方を再定義

これまで：業務改善

・サービス提供側（市役所）
が起点

・既存の仕組みや特定の組織
で対応

・他の地域の優良モデルや
サービスの実装

※第１回WG資料（R3.2.25）より抜粋
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消防局（消防局総務課、通信指令課）

①業務改善

②価値創出

※第１回WG資料（R3.2.25）結果
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※この他、以下グループで意見出しを実施
・本庁
①道路管理課、農村整備課、公園緑地課、
水道整備課

②環境森林課、ごみ減量課、廃棄物対策課
・４支所（大胡、宮城、粕川、富士見）



今後の展開（地域での試行）

①
企画構想

②
概念検証

③
価値検証

④
事業化

・目的達成が実現可能か
判断するための検証
（机上）

・得られる価値の最大化を
判断するための検証
（モデル実施）

※色塗り部分：外部人材との協働領域

・対象領域の設定
・ゴール設定
・具体の道筋を明確化

・地域での自走
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